
主催:公益社団法人応用物理学会微小光学研究会 

協賛:レーザー学会，日本光学会，オプトロニクス社 

 

第 169 回微小光学研究会 「光コンピューティングの新たな潮流」 
 

光を使った計算技術は、並列処理性を活用した空間光学系における画像処理などから始まり、⾧い歴史があります。

近年、電子デバイスとの融合や深層学習の概念を取り入れた光処理方法など、新たな研究が盛んになってきています。

本研究会では第一線で活躍されている研究者をお招きし、最新の光コンピューティングを紹介いたします。 

 

プログラム 

13:00-13:05 開会の挨拶 

13:05-13:45 基調講演 光コンピューティングのこれまでとこれから  北山研一 （NICT/浜ホト） 

13:45-14:15 光ニューラルネットワークによる深層学習アクセラレータ 竹中充 （東京大） 

14:15-14:45 シリコン光回路を用いたニューラルネットワーク演算技術 コン・グワンウェイ （産総研） 

14:45-15:15 空間光イジングマシンの原理と最新研究状況 鈴木秀幸 （大阪大） 

 

15:15-15:30 《休憩》 

 

15:30-16:00 光パスゲート回路を用いたコンピューティング 納富雅也 （NTT）  

16:00-16:30 フォトニック近似コンピューティング 鯉渕道紘 （国立情報学研） 

16:30-17:00 レーザー光のカオス的状態を用いた光意思決定 巳鼻孝朋 （東京大） 

17:00-17:05 閉会の挨拶 

 
 
参加費（消費税込．資料代含む）: 一般 5,000 円，応用物理学会会員 4,000 円 
    学生・シニア 2,000 円，学生・シニアの応用物理学会会員 1,000 円 
参加申込: 要事前申込，https://www.comemoc.com/ よりお申込ください． 
 （開催前に予稿集と請求書を併せて郵送します．参加費を指定口座へお振り込みください．） 
問合せ先: 高橋浩 (hiroshi.takahashi■sophia.ac.jp) （■を@に換えてください．） 
微小光学研究会 代表:伊賀健一   運営委員⾧:中島啓幾 実行委員⾧:横森清 
                運営副委員⾧:波多腰玄一   実行副委員⾧:宮本智之 
担当委員: 水本哲弥（学振），岩本敏（東大），北智洋（早大），木村重哉（東芝）, 高橋浩（上智大） 
会場提供: 小池康博（慶大） 
 
※プログラムは微小光学研究会のウェブサイト  https://www.comemoc.com/ でもご覧いただけます． 
※オンライン同時開催予定です．現地会場における聴講は先着順のため，会場の定員に達する場合はオンライン聴講とな

りますのでご了承下さい． 
 

日時: 2023 年 12 月 15 日（金）13:00-17:05 

会場: 慶応義塾大学日吉キャンパス 来往舎大会議室  

〒223-0061 神奈川県横浜市港北区日吉 4-1-1 

https://www.keio.ac.jp/ja/maps/hiyoshi.html 

※オンライン参加も可能 

交通: 日吉駅より徒歩 3 分（東急東横線、東急目黒線、

東急新横浜線／横浜市営地下鉄グリーンライン） 

⑨来往舎 


